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2019年度総会　会長挨拶要旨

１０年後のあるべき姿を見据えた取組みと水協事業の見える化

ＰＤＣＡを廻し水協事業の実効性を高める

Ｐ：計画　Ｄ：実行　Ｃ：評価　Ａ：改善

■１０年後のあるべき姿を見据えた取組み
１）教室運営費・協会運営費・育成運営金に分けての運用

平成元年から２９年度までの収支決算内容を分析し、財政基盤を固めて、将来の

あるべき姿に向けた予算執行

●教室運営：会員増加の推進と事務手続き等の効率化

①　ＨＰの活用

・Ｍface（ネットでの申し込み）によるジュニアの募集：2019年度応募数は

大幅アップ（昨年比４６％）

・クイズでの正会員、教室会員のＨＰ誘導

・ジュニアへのミニチラシ配布でのＨＰ誘導

②　水曜夜間、金曜夜間教室での高校水泳部員の受入れ

・将来の水協事業に係る人材発掘

③　指導員研修の充実

・ＢＳコーチによる水中運動教室

・金曜夜間での指導技術の向上を各指導員へ

④　2017.2018年度指導員資格取得者　３名→2019年度全員指導員へ

⑤　広宣活動の推進

⑥　会費等の口座引き落としの継続

⑦　夜間教室への中学生、高校生の会費割引、月額2500円を1750円に。

●協会運営費・育成運営金：育成運営事業の推進

将来、この新たな試みを事業に組み込む（育成運営事業）

①　高校との連携

・記録会、市民大会での学生協力員の定着

・教室への高校水泳部生徒の参加（小平高、創価高）

・上記から水泳部顧問との結びつき強化

②　外部指導員の募集、採用：２名

③　他市水泳団体との競技役員派遣交流の働き掛け

④　朝鮮大学校教育学部学生への水泳（プール・遠泳）指導：２年連続

⑤　市民まつり出店、パレードへの参加：正会員、教室会員との親睦、市民への働

 き掛け、小平市・体育協会との友好関係構築

⑥　市民スポーツフェスティバルへの参加：体育協会への協力、市民への働き掛け

⑦　広宣活動の推進
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⑧　メリハリの効いた予算運用

教室運営・協会運営・育成運営事業に分けての予算執行

例

・市民まつり、市民スポーツフェスティバルへの参加（育成運営事業）

・指導員、庶務員への年度末報償費調整金の配布：頑張った分を配分（教室運

営事業）

・ＰＣ、プリンター等の私物借用の廃止：競技委員会（育成運営事業）

・市民大会報償費の増額：1,000円アップ（育成運営事業）

⑨　体育協会事業への役員派遣

体育協会への協力体制の継続及び友好関係構築

■水協事業の見える化

１）理事会、財政企画会議等内容の公開

誰にでも水協運営が見られる透明性の向上

・議事録を体育館水協キャビネットで公開

・半年に１回、正会員へ議事録まとめを水夢こだいらと一緒に郵送

・各委員会での会議内容の報告

最後に皆さんへ

　「今さえ良ければ、自分さえ良ければ」ではなく「将来の水泳協会、

　スイマーが良ければ」

　　の気持ちで活動しましょう！

　　　　以上

2019年4月13日

小平市水泳協会

会長　金子忠司
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総務委員会

行　事　名 ・ 日　時

議事　平成29年度事業、収支決算報告

　　　　平成30年度事業計画（案）、収支予算（案）

　　　　規約改定の承認について

総務委員会

広報委員会

行　事　名 ・ 日　時

水夢こだいらの発行

6/15・10/10・3/1

ホームページの維持管理

普及委員会

行　事　名 ・ 日　時

4月～6月、9月～3月

(各教室年34回)

金曜午前上級

4月～6月、9月～3月

(年34回）

4月～6月、9月～3月

(年34回）

救助法研修会

5/26(土)13:00～

7/11(水)19:30～

ジュニア会議

8/30（金）

9/4(火)、5(水)、7(金)

-

-

48名

理事会
4月～3月

第１号議案　　平成３０年度小平市水泳協会事業報告について

人　　数

平成３０年度小平市水泳協会事業報告書

内　　容

会　　場 人　　数

会　　場

総合体育館
会議室、他

委員9名

会　　場

福祉会館
小ホール

正会員98名

出席54名

委任40名

行事案内、報告等を適時更新1名

定期総会
4/14(土)19：00～

人　　数

定期総会終了後正会員希望者による親睦会
懇親会では年間行事の映写会やクイズも行われ、賑やかで和やか
に終了

総合体育館
会議室

正副会長
全理事

理事会運営規程に基づき会務執行に必要な事項を検討
毎月１回、延12回開催、理事会・財政企画会議報告２回発行

懇親会
4/14（土)総会終了後

福祉会館
小ホール

短期教室
水中ウォーキング教室
4月～6月、9月～3月

総合体育館
温水プール

市民対象
延べ 166名

市報にて募集　月曜　14：00～15：30　5教室　全25回
各回指導員1名    庶務兼補助員１名

小平消防署
参加者19名

内教室会員5名
内容「心肺蘇生及びAEDを用いた救助法講習」
講師：小平消防署員

指導員庶務員
全体会議 体育館

第2・第3会議室

三役
指導員・庶務員

参加者35名

2019年度外部指導員受け入れの説明
その他意見交換

外部講師研修会 総合体育館
温水プール

指導員
（指導に入って
いないが、資格
保持者も参加）

26名

アクアフィットネスについて
講師：ブリヂストンスポーツアリーナ所属指導員　須貝 竜也先生
※気象条件悪化のため4日(火)は中止。5日(水)と7日(金)に
　 ついては、前半は講義、後半は実技で開催　　(育成運営事業）

体育館 17名 精勤賞・あるべき姿・定員・ＨＰについて検討及び意見収集

金曜夜間上級・養成教室

福祉会館他 理事会提案事項、総会準備等検討、年間延15回開催

内　　容

企画・写真撮影・原稿依頼・編集レイアウト・校正・発行・発送

内　　容

No156号4p、No157号4p、No158号4p　年3回　各1000部発行

市民水泳教室

総合体育館
温水プール

成人、シルバー
市内外対象

計273名
小学3年生以上

233名
計506名

泳力にともなった水泳指導　ジュニアは4･10月をダブルメイン指導
【成人】（午前）火、水、木、金（1コース上級コース）
　　　　 （午後）火、水
　　　　 （夜間）火（指導員3名)、水(指導員2名)、金（上級クラスと混合で実施。4月
実施。4月から創価高校水泳部6名、11月から小平高校水泳部6名入会）
【シルバー】 木、金　　【ジュニア】 火曜、木曜、金曜クラス　16:20～
18:00
【ジュニア】　水曜クラス 16：00～17：40　17：20～19：00　2部制
　指導員 50名　庶務員 16名　補助員 1名
 
 

総合体育館
温水プール

上級　4名
（休会　1名）

長期教室の上級コース指導員1名
基礎水泳指導員合格者：小島  裕一

総合体育館
温水プール

上級 4名
養成クラスは

今年度開催なし

長期教室の夜間、上級コースの混成クラスにて開催。
指導員養成を目的とする養成コースは今年度は開催なし。
指導員1名
基礎水泳指導員合格者：榎本 禎　小宮 一朗
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行　事　名 ・ 日　時

年度末引継ぎ会議

3/23(土)19：30～

競技委員会

行　事　名 ・ 日　時 内　　容

種目（男女区分別）

第34回市民 小学生　24名(男12、女12) 25ｍ、50ｍ背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライ、自由形

水泳記録会 中学生　 9名(男6、女3) 100ｍ個人メドレー、4×25mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ

高校生　79名(男50、女29) 4×25mﾘﾚｰ、4×50ｍリレー

6/3(日) 一般　   44名(男37、女7) エントリー数　287(個人258、リレー29)

競技役員62名

　(内学生協力員4名）

種目（男女区分別）

50ｍ背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライ、自由形

第45回市民 ファミリーリレー、100ｍ平泳ぎ、自由形

水泳競技大会 200ｍ個人メドレー、4×50mメドレーリレー

（第55回市民体育祭参加） 4×50ｍリレー

大会新記録　18(個人16、リレー　2)

9/2（日） 学校対抗　高校男子　

教室会員5名、小平高10名 優勝：創価　準優勝：小平南　第三位：小平西

小平南高1名の学生のご協力 エントリー数　577(個人511、ファミリーリレー3、リレー63)

を得る

会　　場 人　　数 内　　容

水と遊ぼう!シニア初心
者水泳教室

9/4（火）～7（金）4日間
14：00～16：00

(東京都シニアスポーツ
振興事業)

総合体育館
温水プール

60歳以上18名

水に親しむことの少ない初心者で水と親しみながら水中ウォーキン
グや水泳の楽しさを知ることにより、シニアの健康促進を図った。
参加者18名中15名がクロールの息継ぎが出来るようになり、全員か
ら今後も水泳を続けていきたいとアンケートに回答があった。
　鈴木聖、松尾、橋元、萩野、金子指導員
　児島、岡部補助員

高校生　76名(男43、女33)

一般　　 78名(男58、女20)

中学生　48名(男18、女30)

参加者　156名

ジュニア水泳
初心者教室

泳げない子集まれ!
火曜コース

5/15・22・29・6/12・19
金曜コース

5/18・25・6/1・8・15
各5日間 17：30～19：00

（東京都ジュニア
育成事業）

総合体育館
温水プール

小学3年
～6年生

42名

小平市及び同教育委員会より後援をいただき、学校プールが始ま
る前に、水泳が初めての方や息継ぎのできない方を対象に、少人
数のグループで指導を行った。今回は平日の夕方で開催したが、
希望者多数であった。
　指導：水野、竹村、齋藤、安部、松尾、児島、岡部、鈴木良、金子
指導員
　庶務：中村、児島補助員

夏期集中ジュニア
水泳選手強化合宿
7/9（月）～13（金）

5日間　16：30～18：30
（東京都ジュニア

育成事業）

総合体育館
温水プール

小学生18名

オリンピックアスリート伊勢多恵美先生のご指導のもと、通常の教室
より高度なトレーニングメニューにより選手としての泳力や、モチ
ベーションを高めた。
　市民大会申込者16名、メドレーリレー男女各1チーム、
　リレー男子2チーム、女子1チーム参加
　指導：鈴木聖、安部、竹村、金子指導員
　庶務：岡部補助員
　後援：小平市・小平市教育委員会

会　　場 人　　数

総合体育館
温水プール

萩山公園プール

小学生　56名(男36、女20)

参加選手　258名

2018年度から2019年度への事務・名簿等引き継ぎ等

3/9（土）

競技役員　62名

都下水連実技研修会
三鷹市SUBARU
スポーツセンター

プール

指導員
養成会員

4名

北島康介さんが設立したKITAJIMAQUATICSから講師を派遣
講師：青田 梨奈
研修テーマ：キレイに速く泳げるバタフライを目指そう
参加者：萩野、橋元、関口、鈴木(良)

体育館
第2・第3会議室

三役、指導員
庶務員　40名
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財政企画委員会

人　数

第1回会議 4/19（木） 9名

第2回会議 5/31(木) 9名

第3回会議 6/21(木) 9名

第4回会議 7/27(木) 9名

第5回会議 8/23(木) 11名

第6回会議 9/20(木) 10名

第7回会議 10/18(木) 9名

第8回会議 11/15(木) 9名

第9回会議 12/13(木) 9名

第10回会議 1/24(木) 9名

第11回会議 2/21(木) 9名

第12回会議 3/25(月) 10名

第1回会計会議 4/2(月) 8名

第2回会計会議 11/22(木) 13名

予算審議会議 1/31(木) 13名

内部監査 4/6(金) 4名

市町村総体特別委員会

行　事　名 ・ 日　時

7/29（日）

マスターズ特別委員会

（１）登録チーム名　　　小平市水泳協会（13-0170） （２）活動期間　2018年4月～6月

（３）登録者数　　 （４）活動報告　　　下表のとおり

エントリー

1名　2種目

　　　神奈川(相模原)短水路大会 5名5種目、混合リレー

　　　東京(江戸川)短水路大会 5月20日(日) 6名7種目、混合リレー

　　　静岡(熱海)短水路大会 5月25日(金) 1名　1種目

　　　北海道(札幌)短水路大会 6月3日(日) 1名　1種目

-

11名(男6名・女5名）

大　会　名 日　　時

　　　宮城(仙台)短水路大会 4月15日（日）

会　　場 人　　数

総合体育館
会議室

目的：長期的健全財政確立の為の企画・立案・検討
構成メンバー：会長・副会長・全理事

※理事会と同等の組織として以下を検討
　①教室会員を減らさない増やす対策（短期）
　②指導員・正会員を減らさない増やす対策
　③指定管理者導入後の対策要望等
　④教室会費徴収方法
　⑤中期・長期ビジョンについて
　⑥指導員の評価アンケート
　⑦広告宣伝活動
　⑧地域貢献事業
　⑨収支バランス

目的：各委員会の収支方法の明確及び管理方法の確立
構成メンバー：各委員会の会計担当
　　　　　　　　　財政企画委員長・副委員長・理事

内　　容

都民生涯スポーツ大会 小平市民水泳競技大会と同日程の為、不参加

選手派遣、17名
男子12名22種目、女子5名9種目、計17名31種目
成績：男子9位、女子15位

総合体育館

内　　　　　容行　事　・　日　時 会　場

立川市柴崎
体育館水泳場

体育館 三役、財務、監事による平成29年度決算・帳簿処理等の監査

-

5月3日(祝)

市町村総合体育大会
水泳競技会
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体育協会への派遣その他

行　事　名 日　　時

ワンポイントレッスン
指導員派遣

グリーンロード歩こう会 4/15(日）

第1回ｼﾆｱｽﾎﾟｰﾂ振興事業 ｼﾆｱｽﾎﾟｰﾂ振興事業､ｼﾞｭﾆｱ育成地域推進事業事務連絡会
ｼﾞｭﾆｱ育成地域推進事業 金子会長､渡辺副会長、児島委員

第2回ｼﾆｱｽﾎﾟｰﾂ振興事業
ｼﾞｭﾆｱ育成地域推進事業

ジュニア育成講習会 7/7(土)

市民スポーツまつり 10/7(日)

市民スポーツまつり 体育協会との共同イベント（育成運営事業）
泳いで!歩いて!ヨーイドン

市民まつりパレード 10/21(日)

小平～多摩湖歩け歩け 11/18(日)

体協60周年記念式典 12/8（土） 金子会長､渡辺副会長

新春歩け歩けのつどい 1/6(日)

新年賀詞交歓会 1/9(火)

体協理事会 年間6回

体協代表委員会 年間5回 渡辺副会長

市民憲章専門部会 年間2回 渡辺副会長

育成運営事業

行　事　名・日時

総合体育館
温水プール

参加者39名
教室会員21名

一般18名

「泳いで!歩いて!ヨーイドン」
体育協会との共同イベント
金子会長､渡辺副会長､堀尾理事､橋元･関口・神尾委員

スポーツフェスティバル
10/7(日)

市民まつり
10/21（日）

あかしあ通り
103名（水協）
292名（一般）

ポップコーン販売　小平市民まつりスタッフ　19名
水泳協会関係　103名（無料引換券）
内訳　ジュニア会員　54名　成人会員　36名
市民まつり体協パレードへ参加　正会員5名、教室会員6名
初の試みで不安の中、水泳協会関係で、103名と多くの方に参加し
ていただき、既に退会された方も来場されました。
無料引換券と交換しながら水泳の話等で大いに盛り上がりました。
市民の方にも300杯近く売上げ午後2時には完売。パレードも今年
で2回目の参加（11名）となり、小平水協を大いにＰＲしました。

総合体育館
温水プール

・
萩山公園ﾌﾟｰﾙ

市内高校水泳部
との協力体制

学生協力員、
金曜夜間教室
：右欄に記載

市民水泳記録会・市民水泳大会の競技役員の学生協力員
　記録会　：小平高4名、市民大会：小平高10名、小平南高1名
水曜・金曜夜間教室の受入
　金曜夜間教室　小平高：6名、創価高5名

総合体育館

金子会長､児島・水野(千)委員

総合体育館

ｼﾆｱｽﾎﾟｰﾂ振興事業､ｼﾞｭﾆｱ育成地域推進事業事務連絡会
金子会長､渡辺副会長

地域スポーツクラブ
との協力体制

（外部講師研修会）
9/4(火)、5(水)、7(金)

総合体育館
温水プール

大竹委員

温水プール

あかしあ通り

都民大会開会式
武蔵野の森総合
スポーツプラザ

5/7(日) 金子会長､渡辺副会長、大竹委員

金子会長､渡辺副会長､堀尾理事､橋元･関口・神尾委員

総合体育館

会　　場 人　　数 内　　容

アクアフィットネスについて
講師：ブリヂストンスポーツアリーナ所属指導員　須貝 竜也先生
※気象条件悪化のため4日(火)は中止。5日(水)と7日(金)に
　 ついては、前半は講義、後半は実技で開催　　(育成運営事業）

指導員
（指導に入って
いないが、資格
保持者も参加）

26名

10/7(日)

市民対象の体育協会主催事業　月・土曜日9：15～11：00
指導員5名　全79日

市　内

会　　場

5/25(金)

2/22(木)

内　　容　・　派　遣　者

総合体育館
温水プール

年　間

渡辺副会長､堀川理事、土方委員

総合体育館

総合体育館

体育協会社員総会
6/15(金）
3/29(金）

総合体育館 金子会長、渡辺副会長

市内 堀川理事

市内 吉延委員

ルネこだいら 加藤相談役・渡辺副会長､河野理事長

総合体育館

総合体育館

市民まつり体協パレードへ参加　正会員5名、教室会員6名

総合体育館 渡辺副会長

福祉会館
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本年度予算額 収入済額 増減（△）額 説　　　明

会費 200,000 186,000 　 正会員93名　＠2,000円×93名
大会参加費 12,308,600 12,022,799 △285,801 長期、短期、養成教室会費、大会参加費等
補助金 331,400 314,500 △16,900 市体協育成費、市町村総体、ワンポイント
繰越金 1,015,358 1,015,358 0 前年度繰越金
雑入 500 4,901 4,401 プロ売上、預金利息等
繰入金 10,000 0 △10,000 費目存置

13,865,858 13,543,558 △322,300

本年度予算額 支出済額 増減（△）額 説　　　明
１　事務局費 546,144 494,039 △52,105

1 旅費 9,000 9,000 0 都下水連、市体協参加旅費等
2 交際費 25,000 29,000 4,000 慶弔費
3 消耗品費 136,100 123,551 △12,549 コピー代、事務用品他、
4 印刷製本費 1,000 0 △1,000 費目存置
5 会議費 1,000 0 △1,000 費目存置
6 修繕費 1,000 0 △1,000 費目存置
7 役務費 188,044 164,603 △23,441 会議、大会、案内用切手、代表電話料金等
8 備品購入費 2,000 1,885 △115 LANケーブル
9 負担金 83,000 66,000 △17,000 都体協、都、市体協、研修会、都下水連等
# 活動補助費 100,000 100,000 0 各委員会活動補助費

２　　事業費 12,288,223 12,124,581 △163,642

1 報償費 8,412,900 8,491,518 78,618 長期、短期、ワンポイント、大会役員等
2 旅費（事業） 3,000 1,000 △2,000 市町村総体監督会議
3 消耗品費（事業） 474,545 322,868 △151,677 事務用品、コピー代、キャップ等
4 印刷製本費(事業） 236,800 236,023 △777 教室、水夢こだいら
5 食料費 313,888 249,966 △63,922 市民大会、記録会等
6 保険料 184,260 178,308 △5,952 長期、短期、教室傷害保険
7 使用料及び賃借料 2,656,830 2,639,574 △17,256 教室プール使用料、口座振替、市町村交通費
8 大会参加費 1,000 0 △1,000 費目存置
9 負担金（事業） 5,000 5,324 324 マスターズ

３　　運営金 0 200,000 200,000 育成運営金
４　　予備費 1,022,491 0 △1,022,491

13,856,858 12,818,620 △1,038,238

円(2019年度へ繰越）

収入の部
本年度予算額 収入済額 増減（△）額 説　　　明

1 2,500,000 2,500,000 0 平成30年度育成運営金
2 0 200,000 200,000 本会計より育成運営金として
3 10,000 29,300 19,300 市民まつり売上

2,510,000 2,729,300 219,300
支出の部

本年度予算額 支出済額 増減（△）額 説　　　明

1 111,000 95,786 △15,214 プリンター・ラミネーター・テプラ・ＳＤ、ＵＳＢメモリー・デジカメ

2 10,000 10,000 0 市民まつり
3 77,500 47,500 △30,000 市民まつり・スポフェス
4 57,790 36,368 △21,422 市民まつり・スポフェス・外部研修
5 20,000 17,980 △2,020 市民まつり
6 200 1,108 908 外部研修
7 16,600 32,216 15,616 市民まつり・外部研修
8 2,216,910 0 △2,216,910

2,510,000 240,958 △2,269,042

2,488,342 円(2019年度へ繰越）

予備費
支出合計

収入支出差引残高

報償費
消耗品費（事業）
食料費
保険料
使用料及び賃借料

雑入
収入合計

費　　　　目

備品購入費
活動補助費

平成３０年度　小平市水泳協会　育成運営金収支決算書
（平30年4月1日～平成31年3月31日）

費　　　　目

繰越金

収入支出差引残高 724,938                         

支出合計

費　　　　目

1

収入合計
支出の部

5
6

第２号議案　　平成３０年度小平市水泳協会収支決算及び、育成運営金収支決算報告について

（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

2
3
4

平成３０年度　小平市水泳協会　収支決算書

費　　　　目

繰入金

収入の部
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2019年4月1日現在

購入年月 品　　　名 数 購入金額 管理 保管場所 備　　　　考
不明 整理棚 1 〃 Ｇ ・ ・ 0 1 6 運営本部 萩山倉庫

　　　〃 　　〃 1 〃 Ｇ ・ ・ 0 1 7 〃 〃
　　　〃 大会招集掲示板一式 1 〃 Ｃ ・ ・ 0 1 9 競技 萩山倉庫
昭和62，9 大会優勝カップ高校男子 1 25,000 Ｃ 8 7 0 2 2 〃 優勝校
昭和62，9 　　　　　〃　　　中学男子 1 25,000 Ｃ 8 7 0 2 3 〃 萩山倉庫
昭和62，9 　　　　　〃　　　高校女子 1 25,000 Ｃ 8 7 0 2 4 〃 〃
昭和62，9 　　　　　〃　　　中学女子 1 25,000 Ｃ 8 7 0 2 5 〃 〃
昭和62，9 ビデオテープ泳法指導 10 188,100 Ｅ 8 7 0 2 6 普及 委員長宅
平成2，7 レスキューチューブ 1 25,306 Ｅ 9 0 0 2 7 〃 〃
平成2，7 リングブイ 1 12,040 Ｅ 9 0 0 2 8 〃 〃
平成2，7 リングブイ 1 12,040 Ｅ 9 0 0 2 9 〃 〃
平成3， 水泳協会旗　黄　大 1 80,000 Ａ 9 1 0 3 5 運営本部 体育館ロッカー

平成3， 　　　〃　　　　　　 小 1 Ａ 9 1 0 3 6 〃 　　〃
平成3，9 高校男子準優勝カップ 1 21,250 Ｃ 9 1 0 3 7 競技 準優勝校 小平ロータリークラブ寄贈

平成3，9 中学男子　　　　〃 1 21,250 Ｃ 9 1 0 3 8 〃 萩山倉庫 〃
平成3，9 高校女子　　　　〃 1 21,250 Ｃ 9 1 0 3 9 〃 〃 〃
平成3，9 中学女子　　　　〃 1 21,250 Ｃ 9 1 0 4 0 〃 〃 〃
平成3，9 高校男子  　　三位　 1 21,250 Ｃ 9 1 0 4 1 〃 三位校 〃
平成3，9 中学男子　　　　〃 1 21,250 Ｃ 9 1 0 4 2 〃 萩山倉庫 〃
平成3，9 高校女子　　　　〃 1 21,250 Ｃ 9 1 0 4 3 〃 〃 〃
平成3，9 中学女子　　　　〃 1 21,250 Ｃ 9 1 0 4 4 〃 〃 〃
平成3， 代表電話 1 53,460 Ｇ 9 1 0 4 5 運営本部 会長宅
平成6，10 カメラ用　三脚 1 5,129 Ｄ 9 4 0 5 6 広報 委員長宅
平成7， リングブイ 1 8,100 Ｅ 9 5 0 5 7 普及 委員長宅
平成7， リングブイ 1 8,100 Ｅ 9 5 0 5 8 〃 〃
平成7， リングブイ 1 8,100 Ｅ 9 5 0 5 9 〃 〃
平成7，8 水泳シリーズ五巻セット 1 95,000 Ｅ 9 5 0 6 1 〃 〃
平成8，5 トランシーバー 1 95,996 Ｅ 9 6 0 6 2 〃 〃
平成8，5 　　　　　　　〃 1 Ｅ 9 6 0 6 3 〃 〃
平成8，10 着衣泳　実技ビデオ 1 4,841 Ｅ 9 6 0 6 4 〃 〃
平成9，6 デジタル　水温計 1 6,400 Ｅ 9 7 0 6 5 〃 〃
平成9，9 デジタル　血圧計 1 8,485 Ｅ 9 7 0 6 6 〃 体育館ロッカー

不明 市民水泳大会　横断幕 1 不明 Ｃ ・ ・ 0 6 9 競技 萩山倉庫
平成11，9 出発合図用ピストル 2 3,780 Ｃ 9 運営基金積立金、50周年記念事業、備品購入等 0 7 1 〃 　　〃
平成15，6 リングブイ 1 7,717 Ｅ 0 3 0 8 3 普及 委員長宅
平成16，7 臨海旗　ポールジョイント 1 41,634 Ｅ 0 4 0 8 5 〃 〃
平成18，9 メタルラック（本棚） 1 34,200 Ａ 0 6 0 8 9 運営本部 萩山倉庫
平成18，9 キャノンオートボーイ 1 27,800 Ｄ 0 6 0 9 0 広報 委員長宅
平成19，5 電子辞書 1 寄付 Ｄ 0 7 0 9 1 〃 〃 丹羽一夫会員寄贈
平成19，6 大会用布製看板　記録会用 1 10,500 Ｃ 0 7 0 9 2 競技 萩山倉庫
平成19，6 大会用布製看板　市民大会用 1 10,500 Ｃ 0 7 0 9 3 〃 　　〃
平成22, 6 プリンター A4 1 15,110 Ｃ 1 0 0 9 5 〃 鈴木聖委員宅 キャノン　LBP3000
平成22, 6 プリンター A4 1 19,110 Ｃ 1 0 0 9 6 〃 鈴木聖委員宅 キャノン　MF4010
平成24, 9 デジタルカメラ（オリンパス） 1 寄付 Ｄ 1 2 1 0 1 〃 〃 丹羽一夫会員寄贈
平成25，6 ストップウオッチ　 1 5,500 Ｃ 1 3 1 0 2 競技 体育館ロッカー

平成25，6 ストップウオッチ　 1 5,500 Ｃ 1 3 1 0 3 〃 体育館ロッカー

第２号議案　　小平市水泳協会財産関係報告について

財産関係報告

備品番号

1.積立金会計報告（事業運営・50周年記念事業基金）
平成30年度分まで　4,036,074円（平成29年度分積立金4,035,752円＋利息322円）

2.備品報告
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購入年月 品　　　名 数 購入金額 管理 保管場所 備　　　　考
平成25，6 ストップウオッチ　 1 5,500 Ｃ 1 3 1 0 4 競技 委員長宅
平成25，6 ストップウオッチ　 1 5,500 Ｃ 1 3 1 0 5 〃 〃
平成25，6 ストップウオッチ　 1 5,500 Ｃ 1 3 1 0 6 〃 〃
平成25，6 ストップウオッチ　 1 5,500 Ｃ 1 3 1 0 7 〃 〃
平成25，6 ストップウオッチ　 1 5,500 Ｃ 1 3 1 0 8 〃 〃
平成25，6 ストップウオッチ　 1 5,500 Ｃ 1 3 1 0 9 〃 〃
平成26，4 東芝製ノートパソコン 1 64,800 Ｃ 1 4 1 1 0 競技 委員長宅
平成26，4 東芝製ノートパソコン 1 64,800 Ｃ 1 4 1 1 1 〃 鈴木聖委員宅

平成26，5 トランシーバー 1 13,560 Ｃ 1 4 1 1 2 〃 委員長宅
平成26，5 トランシーバー 1 13,560 Ｃ 1 4 1 1 3 〃 　　〃
平成26，5 トランシーバー 1 13,560 Ｃ 1 4 1 1 4 〃 　　〃
平成26，5 トランシーバー 1 13,560 Ｃ 1 4 1 1 5 〃 　　〃
平成26，5 ソフト.HPビルダーV18 1 11,553 Ｄ 1 4 1 1 6 広報 理事長宅
平成26，5 ソフト．アクセス２０１３ 1 12,287 Ｃ 1 4 1 1 7 競技 委員長宅
平成26，5 LAN機能付きＨＤＤ 1 14,399 Ｃ 1 4 1 1 8 〃 　　〃
平成26，5 ソフト．アクセス２０１３ 1 12,287 Ｃ 1 4 1 1 9 〃 　　〃
平成27，5 トランシーバー 1 11,610 Ｃ 1 5 1 2 0 〃 　　〃
平成27，5 トランシーバー 1 11,610 Ｃ 1 5 1 2 1 〃 　　〃
平成27，9 バッテリー 1 19,800 Ｃ 1 5 1 2 2 〃 権田委員宅
平成27，11 出発合図用電子音ピストル 1 寄付 Ｃ 1 5 1 2 3 〃 委員長宅 金子忠司会長寄贈
平成28，7 ストップウオッチ　 1 6,804 Ｃ 1 6 1 2 4 競技 委員長宅
平成28，7 ストップウオッチ　 1 6,804 Ｃ 1 6 1 2 5 〃 〃
平成28，7 ストップウオッチ　 1 6,804 Ｃ 1 6 1 2 6 〃 〃
平成28，7 ストップウオッチ　 1 6,804 Ｃ 1 6 1 2 7 〃 〃
平成28，7 ストップウオッチ　 1 6,804 Ｃ 1 6 1 2 8 〃 〃
平成28，7 ストップウオッチ　 1 6,804 Ｃ 1 6 1 2 9 〃 〃
平成28，7 ストップウオッチ　 1 6,804 Ｃ 1 6 1 3 0 〃 〃
平成28，7 ストップウオッチ　 1 6,804 Ｃ 1 6 1 3 1 〃 〃
平成29，4 トランシーバー 1 10,670 Ｃ 1 7 1 3 2 〃 委員長宅 ＵＢＺ-ＬＰ20、ＥＭＣ-12

平成29，4 トランシーバー 1 10,670 Ｃ 1 7 1 3 3 〃 〃 〃
平成29，4 Hp製ノートパソコン 1 59,249 Ｃ 1 7 1 3 4 〃 水野委員宅 W6S90PA-ABFZ
平成29，7 パソコンバック 1 3,218 Ｃ 1 7 1 3 5 〃 〃
平成29，8 マイクケーブル33ｍ 1 9,158 Ｃ 1 7 1 3 6 〃 委員長宅

平成29，10 プルブイ
10

（25）
10,090

（25,225）
Ｅ 1 7 1 3 7 普及

温水プール
倉庫

平成30.10月
25個から15個滅却
数・購入金額欄の
（　　）は購入時

平成29，11 レーザープリンター 1 14,904 Ｇ 1 7 1 3 8 運営本部 本部長宅 Canon LBP6230
平成29，12 ＨＤＤ外付けハードディスク 1 12,650 Ｃ 1 7 1 3 9 競技 委員長宅
平成30，4 インクジェットプリンター（Ａ3対応） 1 27,538 Ｇ 1 8 1 4 0 運営本部 本部長宅 エプソンＥＰ-979Ａ3
平成30，4 ラミネーター 1 9,326 Ｇ 1 8 1 4 1 〃 〃
平成30，4 テプラ 1 7,287 Ｇ 1 8 1 4 2 〃 〃
平成30，5 SDカード 5 4,860 Ｇ 1 8 1 4 3 〃 〃 64ＧＢ×1　8ＧＢ×4
平成30，6 USBメモリー 1 1,293 Ｄ 1 8 1 4 4 広報 委員長宅 16GB×1
平成30，8 LANケーブル 2 1,885 Ｃ 1 8 1 4 5 競技 委員長宅 2ｍ×1　5ｍ×1
平成30，8 プルブイ 25 34,550 Ｅ 1 8 1 4 6 普及 温水プール倉庫枝番-1～-25
2019年3月 デジタルカメラ 1 10,500 Ｄ 1 9 1 4 7 広報 委員長宅 Nikon coolpixA100

備品管理番号
Ａ・G＝運営本部　Ｃ＝競技　Ｄ＝広報　Ｅ＝普及　　　　　　　　　　　　　　　　　
５桁　番号　　頭二桁＝購入年度（西暦下二桁）　　下三桁＝連番　　
※平成31年より西暦表記に変更

備品番号
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収入の部
当初予算 収入済額 増減（△）額 説　　明

1 　分担金 250,500 250,500 0 東京都分担金
2 　負担金 0 0 0 水協負担なし

250,500 250,500 0
支出の部

当初予算 支出済額 増減（△）額 説　　明
1 　謝金等 190,000 190,000 0 指導員8名・補助員4名謝礼
2 　消耗品 5,760 7,400 1,640 バインダー･インクカートリッジ他
3 　使用料･借上料 50,500 50,500 0 プール・会議室使用料
4 　通信運搬費 1,640 0 △1,640 切手代
5 　保険料 2,600 2,600 0 傷害保険

250,500 250,500 0

水協負担金　0円

収入の部
当初予算 収入済額 増減（△）額 説　　明

1 　分担金 238,000 238,000 0 東京都分担金
2 　負担金 0 0 0 水協負担なし

238,000 238,000 0
支出の部

当初予算 支出済額 増減（△）額 説　　明
1 　謝金等 195,000 195,000 0 伊勢先生、指導員４名・補助員１名謝礼
2 　消耗品 690 2,324 1,634 コピー用紙･カードケース他
3 　使用料･借上料 38,000 38000 0 プール・会議室使用料
4 　通信運搬費 2,460 1476 △984
5 　保険料 1,850 1,200 △650 傷害保険

238,000 238,000 0

水協負担金　0円

収入の部
当初予算 収入済額 増減（△）額 説　　明

1 　分担金 90,000 90,000 0 東京都分担金
2 　負担金 0 0 0 水協負担なし

90,000 90,000 0
支出の部

当初予算 支出済額 増減（△）額 説　　明
1 　謝金等 66,000 66,000 0 指導員4名・補助員2名謝礼
2 　消耗品 3,000 2,500 △500 プリンターインク・コピー用紙他
3 　使用料・借上料 20,000 20,500 500 プール・会議室使用料
4 　保険料 1,000 1,000 0 傷害保険料

90,000 90,000 0
収入支出差引残高　0円　（小平市体育協会返還金なし） 水協負担金　0円

収入支出差引残高　0円（小平市体育協会返還金なし）

シニア初心者水泳教室収支決算書
（平成30年9月4・5・6・7日　4日間）

費　　目

収入合計

第２号議案　　平成３０年度ジュニア育成地域推進事業及び、

　　　　　　　　　シニアスポーツ振興事業特別会計収支決算報告について

(火曜コース平成30年5月15日～6月19日　5日間)

(金曜コース平成30年5月18日～6月15日　5日間)

費　　目

平成３０年度　ジュニア育成地域推進事業特別会計
ジュニア初心者水泳教室(泳げない子　集まれ!)　収支決算書

平成３０年度　シニアスポーツ振興事業特別会計

支出合計

収入合計

費　　目

支出合計
収入支出差引残高　0円（小平市体育協会返還金なし）

夏期集中ジュニア水泳選手強化（夏期強化合宿）収支決算書
（平成30年7月9日～平成29年7月13日　5日間)

費　　目

収入合計

費　　目

支出合計

費　　目
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　小平市水泳協会規約第４１条に基づき、平成３０年度小平市水泳協会事業の執行状況、

平成３０年度小平市水泳協会収支決算及び育成運営金収支決算、財産関係、平成３０年度

ジュニア育成地域推進事業特別会計収支決算、及び平成３０年度シニアスポーツ振興特別

会計収支決算について監査したところ、帳簿書類、執行状況など正確であることを証明いた

します。

２０１９年４月5日

                                                         小平市水泳協会

監事　嶋　田　光　子

監事　久保田　節　子

監査報告

第２号議案　　小平市水泳協会監査報告について
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　(順不同・敬称略)

会　長 金　子　　忠　司 （マスターズ特別委員長）

副会長 河　野　　正　清  (市町村総体特別委員長）

監　事 嶋　田　　光　子 久保田　　　節　子

理　事 清　水　　茂　彦 （運営本部長） 瀬戸口　　　朱 （運営本部会計）

若　林　　光　夫 （市民まつり実行、会議管理部門長）

土　方　　みどり  (広報委員長） 堀　川　　　　健  (普及委員長）

堀　尾　　　昭  (競技委員長） 渡　辺　　　義　則  (小平市体育協会代表委員）

《参考》

顧　問 石　塚　　信　治 大　野　　照　藏

相談役 飯　島　　太平治 加　藤　　順　子 山　口　　高　治

一般社団法人小平市体育協会会長 加　藤　　順　子

　　　　　　　　　同社員 金　子　　忠　司

　　　　　　　　　同理事 渡　辺　　義　則

小平市民憲章推進協議会健康なまち専門部会部会員 渡　辺　　義　則

都下水泳協会連合会理事 河　野　　正　清

第３号議案  小平市水泳協会役員改選について

２０１９・２０２０年度　　小平市水泳協会役員(案)
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長期的健全財政確立のための企画・立案。
予算・決算、経理に関する事。
（構成員：会長、副会長、理事）

各委員会会計担当 各委員会会計担当者による、出納に関すこと。

協会内の会務データ管理（正会員・教室会員情報も含む）
各委員会への事務サポート
議事録作成保管
対外的な窓口業務
（構成員：会長、副会長、理事）

各委員会への広宣サポート
（構成員：会長、副会長、理事）

市民まつりの立案実行
会計担当：財政企画部門に所属

理事会会場確保・総会運営（懇親会も含む）
会計担当：財政企画部門に所属

水夢こだいら発行、ビデオ・写真の記録。
HPの管理。
財政企画部門会計担当に所属

インスタグラム担当

長期・短期・上級教室の運営事務、教室会員の把握。
指導員担当 教室指導員の掌握。指導法の研究、外部研修会開催

指導員養成教室運営事務、新規指導者の教室実習
財政企画部門会計担当に所属

記録会の開催、競技役員（協力員）の養成・把握。
市民大会の開催、その他水泳競技に関すること
財政企画部門会計担当に所属

2019年・2020年度　小平市水泳協会　組織　　（参考）

都育成事業特別委員会 都ジュニア育成事業、都シニアスポーツ推進事業の開催

市町村総合大会選手派遣。

会議管理部門

広宣部門

監事

小平市体育協会代表委員・都下水泳協会連合会理事

広報委員会
HP担当
会計担当

運営本部 財政企画部門

総　会

顧問・相談役

競技委員会

会計担当

市町村総体特別委員会

マスターズ特別委員会

市民まつり実行部門

事務管理部門

理事=体協代表委員・都下水協理事・運営本部長・委員長・部門長・運営本部会計

マスターズ登録、マスターズ大会参加に関すること。

編集担当

普及委員会
教室担当

会計担当

会長

副会長

理事長

理　事　会
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運営本部  本部長：清水茂彦　本部会計：瀬戸口朱

　市民まつり実行部門・会議管理部門　部門長：若林光夫　会計：石塚圭子
委員：吉延初美　水野千恵子
協力員：渡辺あゆみ　見勢牧男　丹羽一夫　小島裕一　小宮一朗　高橋幸子

広報委員会　委員長：土方みどり　副委員長：齋藤麗子　会計：菊地正子　
委員：金子美津枝　中條洋子　岡部泰子
協力員：中村和子

普及委員会　委員長：堀川健　副委員長：竹村康代　会計：萩野久美子
委員：小西雅子　大竹幸子　小宮一郎　見勢牧男
協力員：志知久美子

競技委員会　委員長：堀尾昭　副委員長：関口真美子　会計：安部友理
委員：内木場悦子　権田登志夫　鈴木聖香　鈴木良子　橋元優子　見勢牧男　水野俊郎　松尾寛敏　榎本禎

都育成事業特別委員会　委員長：金子忠司　会計：金子忠司
委員：岡部泰子　松尾寛敏　水野千恵子

市町村総体特別委員会　委員長：河野正清　会計：河野正清
委員：金子忠司　堀尾昭　水野昌子

マスターズ特別委員会　委員長：金子忠司　会計：久野美恵

　財政企画部門　部門長：清水茂彦

　事務管理部門　部門長：清水茂彦

　広宣部門　部門長：清水茂彦
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運営本部

　財政企画部門

行　事　名 ・ 日　時 会　　場 対　　象

会計会議　4/1（月） 未定 三役・会計

水協内部監査　4/5（金） 体育館 監査役員・財企

会計会議　11/14　（木） 未定 会計・関係者

予算審議会　1月 未定 会計・関係者

　事務管理部門

行　事　名 ・ 日　時 会　　場 対　　象

協会内の事務管理 - -

　広宣部門

行　事　名 ・ 日　時 会　　場 対　　象

　市民まつり部門

行　事　名 ・ 日　時 会　　場 対　　象

模擬店出店

4月～11月(7回)

　会議管理部門

行　事　名 ・ 日　時 会　　場 対　　象

4/13（土）19：00～

懇親会

4/13（土）総会終了後

理事会 総合体育館

4月～3月(24回) 福祉会館

広報委員会

行　事　名 ・ 日　時 会　　場 対　　象

水夢こだいらの発行 正会員・教室会員

6月・10月・3月 関連団体他

ホームページの維持管理 - 一般

普及委員会

行　事　名 ・ 日　時 会　　場 対　　象

4月～6月、9月～3月

(各教室年34回)

金曜午前上級

4月～6月、9月～3月

(年34回）

4月～6月、9月～3月

6/29（土） 13:00～

第４号議案　　２０１９年度小平市水泳協会事業計画（案）について

小平市水泳協会行事案内と報告を充実した内容で掲載

内　　容

総合体育館
会議室

広報紙の作成・郵送及び配布　No159号、No160号、No161号
発行部数1000部

２０１９年度小平市水泳協会事業計画書（案）

内　　容

平成30年度決算・2019年度予算について

平成30年度決算・帳簿処理等の監査　　立会人：三役

2019年度予算案について

2020年度予算案について

内　　容

各委員会・部門への事務サポート

内　　容

福祉会館
小ホール

正会員

協会内の広告宣伝物
作製・管理

総会出席者との会員相互の親睦をはかることを目的に開催する。
通知は、総会案内状にて行う。

- -
2019年度教室案内・無料体験チラシ・ジュニア教室紹介ポスターな
ど

定期総会

総合体育館
温水プール

上級8名
市内外対象

長期教室の上級コース

内容：心肺蘇生及びAEDを用いた救助法講習
講師：小平消防署員

内　　容

市民水泳教室

総合体育館
福祉会館

市民まつり実行
委員

10/20（日）実施　出店、体協パレードへ参加への準備・実施
参加スタッフ会議

内　　容

福祉会館
小ホール

正会員
小平市水泳協会規約に基づき総会の招集を正会員へ通知する。
2018年度事業・収支決算報告、2019度事業計画・収支予算（案）
小平水協功労者表彰8名（表彰者名28頁参照）

内　　容

総合体育館
温水プール

小学3年生以上

泳力にともなった水泳指導、ジュニアは4・5、10・11月をダブルメイン
指導
【成人】午前  火、水、木、金（指導員3名）(金:1コース上級コース)
　午後  火、水(指導員3名)　夜間  火（指導員3名）水（指導員2名）
　金(指導員2名)
【シルバー】木、金(指導員3名)
【ジュニア】 火、木、金　【水ジュニア】16：00～17：40　17：20～19：00
　Ⅱ部制(指導員3名)　　指導員延50名、庶務員延16名(補助員2名)

正副会長
全理事

小平市水泳協会理事会運営規程に基づき執行に必要な事項を
検討する。

総合体育館
温水プール

市民対象
市報にて募集　月曜　14：00～15：30　5教室　全25回
各教室とも35名募集　各回指導員1名    庶務兼補助員１名

小平消防署
指導員

(養成含む)
教室会員

応急救護法研修

短期教室
水中ウォーキング教室
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行　事　名 ・ 日　時 会　　場 対　　象

指導員庶務員全体会議

7/10(水）19：30～

都下水連実技研修会

開催月未定

年度末引継ぎ会議

3/21(土）19：30～（予定）

行　事　名 ・ 日　時 会　　場 対　　象

6/2（日）

9/8（日）

都育成事業特別委員会

行　事　名 ・ 日　時 会　　場 対　　象

市町村総体特別委員会

行　事　名 ・ 日　時 会　　場 対　　象

7/14（日）

市町村総体選手

功労者表彰　　9/8（日）

都民生涯スポーツ大会

未定

市町村総合体育大会
・水泳競技会

武蔵野の森
スポーツプラ

ザ
プール

市代表選手 30名選手派遣予定

内　　容

希望者未定
市民体育館ﾌﾟｰﾙ3Ｆの掲示板、教室の回覧
市町村選手への案内状送付　申込み受付 ７月上旬

4名
萩山公園
プール

市町村総体に5回・15回の出場選手を表彰

内　　容

ジュニア初心者水泳教室
(泳げない子、集まれ!)

月曜コース5/20～6／24
6/3を除く 17：15～18：45
金曜コース5/17～6／14
17：30～19：00　各5日間

総合体育館
温水プール

内　　容

　中学、高校男女別学校対抗

小学生
3年～6年生

各20名

（東京都ジュニア育成地域振興事業）
対象：初心者・息継ぎができない方。 全5日間出席できる方、高学
年、初めての参加者を優先。
目標：学校のプール授業が始まる前に、クロールを泳げるようにする
2ﾚｰﾝ使用・担当指導員４名　参加費：無料

夏期集中ジュニア
水泳選手コース

7／8(月）～12(金）
全5日間

16：30～18：30

総合体育館
温水プール

小・中学生
30名

（東京都ジュニア育成地域振興事業）
対象：クロール・平泳ぎ・背泳ぎを各50m程度、バタフライを距離に関
係なく泳げ、日程の半数以上出席可能な小中学生。市民水泳大会
参加予定者優先。
目標：より高度な技術を身に着け、泳力向上と精神的にも鍛えられ
た水泳選手として、市民水泳大会に出場する。3レーン使用。
指導員伊勢多恵美先生（予定）、担当指導員6名　参加費：無料

水と遊ぼう!
シニア初心者水泳教室

9/3（火）～6（金）全4日間
10：30～12：30

総合体育館
温水プール

60歳以上の
初心者
15名

（東京都シニアスポーツ振興事業）
テーマ「水に親しむことのない初心者で、水と親しみながら水泳の楽
しさを知ることにより、シニアの健康促進を図る」
2レーン使用・担当指導員４名　参加費：無料

内　　容

三役
指導員・庶務員

各チーフの現状報告、各担当者の補足説明後意見交換

第46回市民
水泳競技大会

（第57回市民体育祭参加）

市内在住、
在勤、在学
小学生～

一般

2019年度から2020年度の事務・名簿等引き継ぎ等

競技委員会

会場未定
指導員

養成会員
東京都下水泳協会連合会主催

総合体育館
会議室

指導員庶務員

総合体育館
会議室

第35回市民水泳記録会 総合体育館
温水プール

小学生～
一般

萩山公園
プール

種目（男女区分別）50ｍ、背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライ、自由形
　ファミリーリレー、100ｍ　平泳ぎ、自由形

種目（男女区分別）25ｍ、50ｍ、背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライ、自由形
　100ｍ個人ﾒﾄﾞﾚｰ､4×25mﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ、4×25mﾘﾚｰ、4×50mリレー

　200ｍ個人メドレー､4×50mメドレーリレー、4×50mリレー

ご友人＆ご家族
紹介キャンペーン

総合体育館
温水プール

教室会員
正会員

成人教室、シルバー教室を対象に、キャンペーンを実施し、
会員増をはかる。
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マスターズ特別委員会

（４）活動内容　　下表のとおり。マスターズ登録者へメール・郵送にて連絡 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日時 会場

4月～6月 江戸川、相模原、熱海等　3会場

未定 未定

11/30（土）～12/1（日） 千葉県国際総合水泳場

体育協会への派遣その他

行　事　名 日　　時 会　　場 対　　象 内　　容

体協理事会 年6回 総合体育館 1名 渡辺理事長
 体協代表委員会 年5回 総合体育館 1名 渡辺理事長
 

体育協会主催事業　月・土曜日9：15～11：00

ワンポ指導員6名　年80日予定

各事業への役員派遣 年　間 - 正会員 小平市体育協会・市民憲章行事への派遣

体協ヒアリング 5/13(月) 体育館 平成30年度監査及び平成31年度資料提出

育成運営事業

行　事　名 日　　時 会　　場 対　　象 内　　容

市民スポーツまつり 10/13(日) 市民・教室会員 体協との共催による事業を予定

市民まつり 10/20（日） あかしあ通り 正会員・教室会員
ポップコーン販売で出店、体協パレードへ参
加、正会員の皆様・教室会員の参加をお待ち
しています。

市民
ワンポイントレッスン

指導員派遣
年　間

総合体育館
温水プール

（１）登録チーム名　　小平市水泳協会（13-0170） （２）活動月　　2019年4月から11月

（３）登録者数　　正会員17名（相川勝弘、荒畑博、伊佐洋子、宇留野けい子、大野照藏、小島裕一、小柴常雄、小林洋子、
　　　　　　　　　　　金子忠司、久野美恵、後藤瑤子、鈴木佐知代、丹羽一夫、野方覓、萩野久美子、真杉靖夫、若林光夫）

大会名

短水路大会

ウーマンズ・アクア・フェスティバル2019

ジャパンマスターズスプリント2019

紹介キャンペーン

【春期】
4月～5月
【秋期】

9月～10月
【冬期】

1月～2月

総合体育館
温水プール

教室会員・正会員
成人教室、シルバー教室を対象に、
キャンペーンを実施し、会員増をはかる。

体協社員総会
6/13（木）
3/27（金）

総合体育館 2名 金子会長、渡辺理事長
 

指導員

市内高校との協力体制
4～6、9～3月
水、金夜間

地域スポーツクラブからの指導員派遣要請

市内高校
水泳部の生徒

水曜・金曜夜間教室への受入れ

地域スポーツクラブ
との協力体制

総合体育館
温水プール

未定
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本年度予算額 前年度予算額 増減（△）額 説　　　明

会費 200,000 200,000 0 正会員100名　＠2,000円×100名 
大会参加費 12,625,800 12,308,600 317,200 長期、短期、養成教室会費、大会参加費等
補助金 339,200 331,400 7,800 市体協育成費、市町村総体、ワンポイント
繰越金 724,938 1,015,358 △290,420 前年度繰越金
雑入 800 500 300 プロ売上、預金利息等
繰入金 1,000 1,000 0 費目存置

13,891,738 13,856,858 34,880

本年度予算額 前年度予算額 増減（△）額 説　　　明
１　事務局費 627,940 546,144 81,796

1 旅費 9,000 9,000 0 都下水連、市体協参加旅費等
2 交際費 25,000 25,000 0 慶弔費
3 消耗品費 178,846 136,100 42,746 コピー代、事務用品他、
4 印刷製本費 1,000 1,000 0 費目存置
5 会議費 1,000 1,000 0 広報委員会内研修費
6 修繕費 1,000 1,000 0 費目存置
7 役務費 184,094 188,044 △3,950 会議、大会、案内用切手、代表電話料金等
8 備品購入費 0 2,000 △2,000 記録会・市民大会備品道具
9 負担金 83,000 83,000 0 都体協、都、市体協、研修会、都下水連等

10 活動補助費 145,000 100,000 45,000 各委員会活動補助費
２　　事業費 12,535,830 12,288,223 247,607

1 報償費 8,590,150 8,412,900 177,250 長期、短期、ワンポイント、大会役員等
2 旅費（事業） 3,000 3,000 0 市町村総体
3 消耗品費（事業） 468,744 474,545 △5,801 事務用品、コピー代、キャップ等
4 印刷製本費(事業） 252,900 236,800 16,100 教室、水夢こだいら
5 食料費 350,200 313,888 36,312 市民大会、記録会等
6 保険料 184,030 184,260 △230 長期、短期、教室傷害保険
7 使用料及び賃借料 2,680,806 2,656,830 23,976 教室プール使用料、口座振替、市町村交通費
8 大会参加費 1,000 1,000 0 費目存置
9 負担金（事業） 5,000 5,000 0 マスターズ

３　　運営金 50,000 200,000 △150,000 育成運営金
４　　予備費 677,968 1,022,491 △344,523

13,891,738 14,056,858 △165,120

本年度予算額 前年度予算額 増減（△）額 説　　　明
繰入金 50,000 0 50,000 2019年度運営金
繰越金 2,488,342 0 2,488,342 前年度繰越金
雑入 20,000 10,000 10,000 市民まつり売上金

2,558,342 10,000 2,548,342

本年度予算額 前年度予算額 増減（△）額 説　　　明
備品購入費 179,280 111,000 68,280 パソコン・プリンター・タブレット・外付けHD
活動補助費 25,000 10,000 15,000 市民まつり
報償費 57,500 77,500 △20,000 スポーツフェス・地域スポーツクラブとの協力体制
消耗品費（事業） 77,500 57,790 19,710 市民まつり・紹介キャンペーン
食料費 32,000 20,000 12,000 市民まつり
保険料 1,308 200 1,108 市民まつり・地域スポーツとの協力体制
使用料及び賃借料 22,500 16,600 5,900 市民まつり
負担金（事業） 24,000 0 24,000 都育成事業（シニアスポーツ）
予備費 2,139,254 2,216,910 △77,656

2,558,342 2,510,000 48,342

5

支出合計

5
6
7
8
9

収入合計
支出の部

費　　　　目

6

4

3

1

2

第４号議案　　２０１９年度小平市水泳協会収支予算（案）、及び、育成運営金収支予算(案)について

（2019年4月1日～20120年3月31日）

２０１９年度　小平市水泳協会　収支予算書(案)

収入の部
費　　　　目

1
2
3
4

3

支出の部
費　　　　目

支出合計

収入合計

2

費　　　　目

２０１９年度　小平市水泳協会　育成運営金収支予算書（案）
（2019年4月1日～2020年3月31日）

収入の部

1
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収入の部
本年度予算 前年度予算 増減（△）額 説　　明

1 　分担金 250,500 250,500 0 東京都分担金
2 　負担金 0 0 0 水協負担なし

250,500 250,500 0
支出の部

本年度予算 前年度予算 増減（△）額 説　　明
1 　謝金等 190,000 190,000 0 指導員・補助員等謝礼
2 　消耗品 7,400 5,760 1,640 コピー用紙･カードケース他
3 　使用料･借上料 50,500 50,500 0 プール・会議室使用料
4 　通信運搬費 0 1,640 △1,640 切手代
5 　保険料 2,600 2,600 0 傷害保険

250,500 250,500 0

収入の部
本年度予算 前年度予算 増減（△）額 説　　明

1 　分担金 238,000 238,000 0 東京都分担金
2 　負担金 0 0 0 水協負担なし

238,000 238,000 0
支出の部

本年度予算 前年度予算 増減（△）額 説　　明
1 　謝金等 195,000 195,000 0 伊勢先生・指導員等謝礼
2 　消耗品 2,324 690 1,634 カードケース
3 　使用料･借上料 38,000 38,000 0 プール・会議室使用料
4 　通信運搬費 1,476 2,460 △984 ハガキ･切手
5 　保険料 1,200 1,850 △650 傷害保険

238,000 238,000 0

収入の部
本年度予算 前年度予算 増減（△）額 説　　明

1 　分担金 80,000 90,000 △10,000 東京都分担金
2 　水協負担金※ 24,000 0 24,000 補助金減額分及び不足分

104,000 90,000 14,000
支出の部

本年度予算 前年度予算 増減（△）額 説　　明
1 　謝金等 66,000 66,000 0 指導員謝礼
2   消耗品 2,500 3,000 △500 コピー用紙･インク代等
3 　使用料･借上料 10,500 20,000 △9500 プール・会議室使用料
4 　通信運搬費 0 0 0 切手代
5   保険料 1,000 1,000 0 傷害保険

24,000 0 24,000 謝金14000円、使用料10000円
104,000 90,000 14,000

※　育成運営金より支出

第４号議案　　２０１９年度ジュニア育成地域推進事業及び

泳げない子集まれ!　ジュニア初心者水泳教室収支予算書（案）

（金曜コース2019年5月17日～6月14日　5日間）

２０１９年度　東京都ジュニア育成地域推進事業特別会計

支出合計

費　　目

収入合計

費　　目

支出合計

夏期集中ジュニア水泳選手強化コース収支予算書（案）
（2019年７月8日～平成30年７月12日）

費　　目

収入合計

費　　目

水と遊ぼう！シニア初心者水泳教室収支予算書（案）

費　　目

費　　目

支出合計

　　　　　　　　　シニアスポーツ振興事業特別会計収支予算（案）について

収入合計

分担金以外で支出するもの※

（2019年9月3日～9月6日）

２０１９年度　東京都シニアスポーツ振興事業特別会計

(月曜コース2019年5月20日～6月24日　5日間)
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　　《資料》

運営本部

書　類　名 保　存　期　限 保　存　者 備　　　考

総会議案書 永年 本部長 平成元年～

小平水協のあゆみ 永年 本部長 10年・20年・30年・40年のあゆみ

小平市体育協会のあゆみ 永年 本部長 30年・40年・50年・60年のあゆみ

総会議事録 永年 本部長

理事会議事録 永年 本部長

理事会議事録の資料 次回あゆみ発行まで 本部長

正会員情報(電子化したもの） 1年間 三役・本部長 年度毎更新する

事故報告 永年 本部長

役員・表彰の記録 永年 本部長

財政企画議事録 永年 本部長 平成27年～30年　2019年度から理事会へ統合

年度毎　歳出、歳入書（領収書）綴り 5年間 本部長

周年行事　歳出、歳入書（領収書）綴り 10年間 本部長 40周年記念事業保管

年度毎　決算、予算書 総会資料として保存10年間 本部長

財産管理明細 総会資料として保存10年間 本部長

積み立て金明細 総会資料として保存10年間 本部長

現金出納、費目別出納帳 5年間 本部長

旧通帳 最後の年から5年間 本部長

会長・理事長 電子データ管理の為、最新版発行時は

本部長 以前のデータは削除する。

教室会員の振替口座 退会後1年間 口座振替担当者 アプラスデータおよび口座振替依頼書

広報委員会
書　類　名 保　存　期　限 保　存　者 備　　　考

水協会報No1～3（昭56,4～11月） 永年 委員長 1部

水協ニュースNo1～3（昭57,5～11月） 永年 委員長 1部

水協ニュースNo20～70（昭58,5～平6,3） 永年 委員長 2部

水夢こだいらNo71～（平6,5～） 永年 委員長 2部

写真 永年（ネガは1年間） 委員長 アルバムに入れて保存

記念誌関係書類 次回あゆみ発行まで 委員長 予算書・編集会議録・校正ゲラ版など

30周年記念式典DVD 永年 委員長 1枚

普及委員会

書　類　名 保　存　期　限 保　存　者 備　　　考

応募ハガキ 次の新入会事務終了時まで 委員長

個人簿、同意書 在籍期間終了時まで 各教室庶務

初級・中級指導法 永年 委員長

短期教室教室参加者名簿 1年間 委員長 年度毎参加者氏名

ジュニア強化・初心者教室参加者名簿 1年間 委員長 年度毎参加者氏名

競技委員会

書　類　名 保　存　期　限 保　存　者 備　　　考

プログラム・公式記録集 10年間 委員長 各3部　保管場所萩山倉庫

申込書 1年間 委員長

市町村総体特別委員会

書　類　名 保　存　期　限 保　存　者 備　　　考

市町村総体（兼表彰規準データ） 10年間 委員長 年度大会登録者＆参加者氏名　過去参加者の参加回数

マスターズ特別委員会

書　類　名 保　存　期　限 保　存　者 備　　　考

マスターズ名簿 3年間 委員長 年度毎登録者氏名

事務管理基準

全教室会員名簿電子データ 最新版発行まで
三役

本部長
普及正副委員長

最新版発行時に以前のデータは消去する

口座振替請求・結果報告・旧通帳
アプラス振替明細・報償費振込一覧

5年 口座振替担当者

指導員・庶務員振込口座一覧 1年間
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　　《資料》

第 １ 章 名称及び事務所
第 １ 条 　本会は小平市水泳協会と称する。

第 ２ 条 　本会の事務所は小平市民総合体育館（小平市津田町１－１－１）におく。　

第 ２ 章 目的及び事業
第 ３ 条 　本会は水泳普及の推進母体となり市民の体位向上をはかり、あわせて会員相互の親睦をはかることを

目的とする。

第 ４ 条 　前条の目的を達成するために次の事業を行う。

(1) 水泳大会および記録会等の競技会開催

(2) 水泳教室の開催及び指導者の育成

(3) 水泳技術に関する研究

(4) 安全水泳の指導・普及

(5) 各種水泳競技会への参加

(6) 機関紙の発行

(7) その他本会の目的達成に必要なこと。

第 ３ 章 組　　　　織
第 ５ 条 　本会の会員は水泳愛好者で、本会の趣旨に賛同する正会員及び教室会員とする。

第 ６ 条 　正会員は原則として小平市内に在住、在勤、在学の満16才以上の者で、第４条の事業に参加できる

者とする。

第 ７ 条 　教室会員は本会主催の長期教室参加者とする。

第 ８ 条 　正会員として本会に加入しようとする者は、所定の申込書に別に定める会費を添えて本会長あてに

申し込むものとする。

２ 　教室会員として本会に加入しようとする者は、所定の方法で申し込むものとする。

第 ９ 条 　本会への加入は、正会員にあっては理事会の承認を得てその資格を取得する。

なお、教室会員については別に定める。

第 １ ０ 条 　本会に入会している者は、市外への異動があった場合においても引き続き会員となることができる。

第 １ １ 条 　正会員が本会を退会しようとするときは、その理由を明記した退会届を会長宛提出しなければならない。

なお、教室会員については別に定める。

第 １ ２ 条 　会員は本会の規約、関係諸規程及び総会の決定に従わなければならない。

第 ４ 章 役　　　　員
第 １ ３ 条 　本会は次の役員を置く。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

第 １ ４ 条 　会長、副会長は総会において正会員中より選出する。

２ 　理事は総会において正会員中より選出する。

３ 　理事長は理事の互選により選出する。

４ 　監事は総会において正会員中より選出する。

第 １ ５ 条 　会長は本会を代表し、会務を総括する。

２ 　副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは、又は欠けたるときはこれを代理する。

第 １ ６ 条 　理事は理事会を構成し、会務を執行する。

第 １ ７ 条 　理事長は理事会を代表して、会務を掌理する。

第 １ ８ 条 　監事は会計及び会務を監査する。

２ 　監事は理事会に出席し意見を述べることができる。

第 １ ９ 条 　本会役員の任期は２年とする。ただし再任をさまたげない。

２ 　役員中欠員を生じたときは、総会の委任による理事会の決議により補充することができる。

ただし補充役員の任期は前任者の残任期間とする。

第 ２ ０ 条 　本会は必要により顧問と相談役を置くことができる。

２ 　前項の顧問、相談役は、理事会の議を得て総会で承認を得る。

小平市水泳協会規約

理 事 若干名

監 事 ２ 名

理 事 長 １ 名

会 長 １ 名

副 会 長 １ 名
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　　《資料》

第 ５ 章 会　　　　議
第 ２ １ 条 　総会は本会の最高決議機関である。

第 ２ ２ 条 　総会は次の事項を審議決定する。

(1) 事業報告および決算の承認

(2) 事業計画および予算の審議

(3) 役員の選出

(4) 本規約の改廃

(5) その他重要な事項

第 ２ ３ 条 　総会は毎年一回、４月に会長が招集する。ただし、会長が必要と認めたときは、又は、正会員総数

三分の二以上から請求があったとき会長は臨時にこれを招集しなければならない。

２ 　総会の招集は会議開催の日の一週間前までに書面をもって通知しなければならない。

第 ２ ４ 条 　総会は正会員により構成される。

第 ２ ５ 条 　議長は正会員の中から選出する。

第 ２ ６ 条 　総会は正会員の二分の一以上の出席がなければ開くことができない。ただし会議は委任状による

出席を認めることができる。

第 ２ ７ 条 　総会における議決は出席構成員の多数決によるものとし賛否同数のときは議長がこれを決する。

第 ２ ８ 条 　総会は議事録を作成し保存する。

第 ２ ９ 条 　理事会は、本会の会務を執行及び処理する機関である。

２ 　理事会は、別に定めるところにより会務を運営する。

第 ３ ０ 条 　理事会は、会長、副会長、理事を以って構成する。なお、理事長が議長となる。

ただし理事長事故あるときは理事中より選出しこれにあたる。

第 ３ １ 条 　理事会は、別に定めるところにより、専門委員会を設置することができる。

第 ３ ２ 条 　理事会は必要に応じて理事長が招集する。

第 ３ ３ 条 　理事会は構成人員の二分の一以上の出席がなければ開くことができない。

だだし同一議事に関し再度招集した場合はこの限りではない。

第 ３ ４ 条 　理事会の議決は出席者の多数決によるものとして賛否同数のときは議長がこれを決する。

第 ３ ５ 条 　理事会は審議事項の議事録を作成し保存する。

第 ６ 章 賞　　　　　罰
第 ３ ６ 条 　本会に功労のあった者、又は団体は、別に定めるところにより表彰する。

２ 　会員が本会の規約に違反し、或は著しく不都合の行為があったときは、理事会の審議によりその権利

を停止し、又は除名されることがある。

第 ７ 章 会　　　　　計
第 ３ ７ 条 　本会の収入は次をもってあてる。

（１）会　　　　費

（２）事業にともなう収益金

（３）補助金及び寄付金

（４）その他の収入

第 ３ ８ 条 　本会の会費は次のとおりとする。

（１）正会員年額 2,000円

（２）教室会員月額 成人、シルバー2,500円　　ジュニア1,750円

第 ３ ９ 条 　本会の会計年度は毎年4月1日に始まり翌年3月31日に終わる。

２ 　会員が正会員にあっては年会費を2年間、また教室会員にあっては月会費を2ヶ月にわたり納入しない

場合は、退会したものとみなす。

第 ４ ０ 条 　本会の収支予算は理事会の審議を経て編成し、新年度初頭の総会の議決を得なければならない。

第 ４ １ 条 　本会の収支決算は監事の監査を経て当該会計年度直後の総会に報告し、その承認を得なければ

ならない。

第 ４ ２ 条 　本規約の施行について必要事項および細則は理事会が別に定める。

本規約の施行は昭和50年6月25日とする。　（設立年月日）

本規約の施行は昭和52年4月1日とする。

本規約の施行は昭和55年4月1日とする。

本規約の施行は昭和57年4月1日とする。

本規約の施行は昭和58年4月1日とする。

附　　則

附　　則

附　　則

附　　則

附　　則
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本規約の施行は昭和60年4月1日とする。

本規約の施行は昭和62年4月1日とする。

本規約の施行は平成元年4月1日とする。

本規約の施行は平成8年4月1日とする。

本規約の施行は平成17年4月1日とする。

本規約の施行は平成19年4月1日とする。

本規約の施行は平成22年4月1日とする。

本規約の施行は平成25年4月1日とする。

本規約の施行は平成26年4月1日とする。

本規約の施行は平成28年4月1日とする。

本規約の施行は平成29年4月1日とする。

附　　則

附　　則

附　　則

附　　則

附　　則

附　　則

附　　則

附　　則

附　　則

附　　則

附　　則
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　　《資料》

第 １ 条 　この規程は、小平市水泳協会規約に基づき、円滑な会務を運営するため、理事会の運営について

必要な事項を定めたものである。

第 ２ 条 　理事会は次の者をもって構成する。

①   会長、副会長

②   規約第１４条２よって選出された理事

③   理事会が臨時に選任した者

第 ３ 条 　理事会は、次の事項に付いて審議及び会務を処理する。

①   予算、決算に関する事項

②   規約、規則の制定、改廃に関する事項

③   役員の任免に関する事項

第 ４ 条 　理事会の開催は、原則として毎月とする。

第 ５ 条 　理事会は、本会の会務の運営を分担するため、下記の運営本部及び委員会を設置する。

　事務分掌は次のとおりとする。

①運営本部

財政企画部門

備品の管理、委員会の下部組織として会計担当を設け、総務、広報、普及、競技の

各委員会会計担当者はこれに所属して、各委員会の出納に関することを執り行う

事務管理部門 協会内の会務データ管理（正会員・教室会員情報も含む）

各委員会への事務サポート

議事録作成保管

対外的な窓口業務

広宣部門 各委員会への広宣サポート

市民まつり部門 市民まつりの立案実行

会議管理部門 理事会会場確保・総会運営（懇親会も含む）

②広報委員会　 水夢こだいら発行、ビデオ・写真等の記録、ＨＰの管理

③普及委員会　 長期・短期・上級教室の事務、教室会員の把握、

　　　　　　　　 指導法の研究、指導員の把握、指導員養成教室運営事務、外部研修会の開催

④競技委員会　

⑤都育成事業特別委員会

⑥市町村総体特別委員会 　 市町村総合体育大会選手派遣

⑦マスターズ特別委員会　　　マスターズ登録、マスターズ大会参加に関すること

２ 理事会はその他の特別委員会を置くことができる。

附則 この規程は、平成8年4月1日から施行する。

附則 この規程は、平成9年4月1日から施行する。

附則 この規程は、平成11年4月1日から施行する。

附則 この規程は、平成14年4月1日から施行する。

附則 この規程は、平成19年4月1日から施行する。

附則 この規程は、平成25年4月1日から施行する。

附則 この規程は、平成27年4月1日から施行する。

附則 この規程は、平成29年4月1日から施行する。

附則 この規程は、平成29年11月1日から施行する。

附則 この規程は、2019年4月1日から施行する。

長期的健全財政確立の為の企画・立案・検討、予算・決算、経理、出納に関すること

記録会・市民大会の開催、競技役員(協力員)の養成・把握、その他水泳競技に関すること

都ジュニア育成事業、都シニアスポーツ推進事業の開催

小平市水泳協会理事会等運営規程
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　　《資料》

１ . 目的
　この規程は、小平市水泳協会（以下「協会」という）の会員に支給する交通費・日当・宿泊
料及び食事料（以下「旅費等」という）に関し、必要な事項を定めることを目的とする。

２ . 旅費等の支給
　会員が、次の各号の1に該当する場合に対し旅費等を支給する。なお、出張先で支給される
場合は支給しない。

（1） 協会の事務に関する必要な出張。
（2） 協会の派遣要請に基づく出張。

３ . 支給額
　会員が、前項による出張に際し、支給される旅費等は次のとおりです。
　なお、支給額で不足した場合は実費を支給する。

（1） 都下水泳協会連合会理事会及び主催事業・・・・ 1,000円
（2） 小平市体育協会研修会 ・・・・・・・・・・・・・・ 実費
（3） その他の体協主催事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,000円
（4） 小平市教育委員会主催事業 ・・・・・・・・・・・・・・ 1,000円
（5） その他の都区内出張 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,000円
（6） その他の多摩地区出張 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,000円

４ . 改定
　前項による支給額については年度当初の理事会において改定することができる。

５ . 附則
　本規程は、昭和62年4月から施行する。
　本規程は、昭和63年4月から施行する。
　本規程は、平成4年4月から施行する。
　本規程は、平成9年4月から施行する。

１ . 目　　的
　この規程は、小平市水泳協会正会員の弔慰に関して定めるものとし、もって相互の親睦を
図るものとする。

２ . 死亡弔慰金
　正会員が死亡したときは、弔慰金5,000円を支給する。

３ . 傷病見舞金
　正会員が疾病もしくは傷病により引き続き10日以上入院または30日以上自宅療養した時
は、見舞金5,000円を支給する。

４ . 災害見舞金
　正会員が災害により自宅および家財の消失または減失したときは、見舞金5,000円を支給
する。

５ . 返礼禁止
　本規程により弔慰金の支給を受けても返礼を要しない。

６ . 委　　任
　上記の各項目の弔慰等については、会長の判断に委任する。

７ . 附　　則
　本規約は、昭和55年4月から施行する。
　本規約は、昭和60年4月1日から施行する。
　本規約は、平成4年4月1日から施行する。
　本規約は、平成24年4月1日から施行する。

小平市水泳協会弔慰規程

小平市水泳協会旅費等支給規程
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　　《資料》

（目的）
第 １ 条 　この規定は、小平市水泳協会（以下「協会」という）の充実発展と小平市における水泳

普及振興に対して特に功労のあった者又は団体を表彰することについて必要な事項を
定めることを目的とする。
（表彰基準）

第 ２ 条 　次の各号に一に該当し、協会理事会においてその功績顕著と認めたものを表彰する。
（１） 協会の役員及び委員として10年以上活動した者 （感謝状）
（２） 協会の役員及び委員として20年以上活動した者 （表彰状）
（３） 協会の役員及び委員として30年以上活動した者 （表彰状）
（４） 市の代表選手として5年以上活動した者 （感謝状）
（５） 市の代表選手として15年以上活動した者 （表彰状）
（６） 市の代表選手として25年以上活動した者 （表彰状）
（７）

２ 　この規定により表彰されたものは、対象としないものとする。
第 ３ 条 　表彰は、毎年1回を行うことを常例とする。

２ 　表彰は感謝状・表彰状および記念品を贈り、その意を表するものとする。

附則 この規定は、昭和60年5月8日から施行する。
附則 この規定は、平成7年4月1日から施行する。
附則 この規定は、平成10年4月1日から施行する。
附則 この規定は、平成11年4月1日から施行する。
附則 この規定は、平成25年4月1日から施行する。
附則 この規定は、平成30年4月1日から施行する。

Ｓ60.7 Ｈ6.9

（設立功労者）秋山　和由 鮎川　勇蔵 加藤　秀司 （選手） 小西　雅子 佐藤　章

安井　浩一 吉井 宗次郎 Ｈ7.7

（10年） 浅見　幸雄 石塚　信治 大谷　貫一 （20年） 金子　忠司 熊田　五郎 栗須　英治

金子　忠司 熊田　五郎 栗須　英治 （10年） 一谷　康子 江上 喜久子 小川 千代子

永井　実 藤田　静子 松永　裕治 嶋田　光子

（市役所） 西村　弘 増田　英男 Ｈ8.4

（選手） 志田　稔 布施　伸子 （選手） 岩下　恭子

Ｓ63.9 Ｈ9.4

（10年） 小谷　安弘 土屋　匡子 （特別） 大谷　貫一

Ｈ元.9 （20年） 石塚　信治 小谷　安弘

（10年） 飯島 太平治 （10年） 久我　林三 高山　翼子 鳥海　剛

Ｈ2.9 野方　覓　 箭内　武

（10年） 服部　次男 （選手） 大塚　衣里 鍛冶川 高広 山田　八啓

（選手） 秋葉　弘康 塩田　英昭 Ｈ11.4

Ｈ3.4 （20年） 飯島 太平治

（特別） 原　信四郎 （10年） 鈴木　聖香 森田　勝子 安井　浩一

（10年） 大野　照蔵 熊井 まさ子 野口　尚子 吉延　初美

Ｈ3.9 Ｈ13.4

（選手） 磯貝　清高 （20年） 大野　照蔵 熊井 まさ子 野口　尚子

Ｈ5.9 （10年） 後藤　瑤子 清水　茂彦

（10年） 土橋　久美 當間　里子 保坂　淳司 Ｈ13.9

三浦　耕哉 （選手） 小川 千代子 潮見　まり 津山　友亮

大浦　康之 野方　覓　

小平市水泳協会功労者表彰規程

理事会が特に功績顕著と認めた者

表　彰　者　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五十音順）
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Ｈ14.9 Ｈ22.9

（選手） 荒畑　博 飯塚　剛志 河野　正清 （選手15年）山田　八啓

中條　洋子 （選手） 伊佐　正瑛 佐々　誠一 鈴木　進也

Ｈ15.4 Ｈ23.4

（20年） 當間　里子 保坂　淳司 （30年） 熊井 まさ子 野口　尚子

（10年） 荒畑　博 石川　次男 加藤　順子 （20年） 後藤　瑤子 清水　茂彦

小西　雅子 柴崎　佳子 鈴木　進也 （10年） 岸　國男 笹川　均 墨田　信昭

高原 まさみ 多田　峯子 萩野 久美子 竹村　康代 土方 みどり

山口　高治 Ｈ23.9

Ｈ15.9 （選手） 伊佐　洋子 稲垣　正司 寺崎　敏明

（選手） 川上　慶二 菊地　篤弘 柴崎　佳子 中島　浩文 土方 みどり

Ｈ16.9 Ｈ24.9

（選手） 板橋　弥生 遠藤　正吉 佐々　晴美 （選手15年）河野　正清

Ｈ17.4 （選手） 神尾　朋子 島田　清子 堀尾　昭

（20年） 江上 喜久子 嶋田　光子 Ｈ25.4

（10年） 影山 かづえ 小谷　靖子 島田　清子 （特別） 大野　照藏

橋元　優子 両角　公子 （20年） 加藤　順子 小西　雅子 柴崎　佳子

Ｈ17.9 鈴木　進也 高原 まさみ 多田　峯子

（選手） 津川　純子 橋本 ちづ子 山浦 恵美子 萩野 久美子 山口　高治

Ｈ17.12 （10年） 片岡　洋子 水野　昌子

（特別） 大谷　貫一 箭内　武 Ｈ26.9

（30年） 金子　忠司 （選手） 遠藤　正吉 中條　洋子 松下　隆一

（選手） 窪田　文一 Ｈ27.4

（ｲﾒｰｼﾞｿﾝｸﾞ） 石井　道彌 石塚　圭子 坂上 多津夫 （30年） 嶋田　光子

Ｈ18.9 （20年） 石川　次男 島田　清子 橋元　優子

（選手） 小野　英輝 竹村　康代 水野　昌子 （10年） 石塚　圭子 鈴木　直美

松本 富恵子 Ｈ27.9

Ｈ19.4 （選手） 井筒 さと子

（特別） 石塚　信治 Ｈ27.11

（30年） 小谷　安弘 （特別） 石塚　信治 大野　照藏 服部　次男

（20年） 野方 覓　 Ｈ29.4

（10年） 大竹　幸子 勝山　璋子 久保田 節子 （20年） 大竹　幸子 久保田 節子 児島　きよ子

児島　きよ子 中條　洋子 若林　光夫 鈴木　聖香 若林　光夫 渡辺　義則

渡辺　義則 （10年） 久野　美恵 権田 登志夫

Ｈ19.9

（選手） 窪田　文一 細井　政信 （30年） 吉延　初美

（特別） 伊藤　愛実 （20年） 安部　友理 河野　正清 水野 千恵子

Ｈ20.9 堀川　健

（選手15年）野方 覓　 （10年） 内木場 悦子 岡部　泰子 神尾　朋子

（選手） 池田　理史 佐藤　麻美 萩野 久美子

Ｈ21.4

（30年） 飯島 太平治

（20年） 三浦　耕哉 吉延　初美

（10年） 安部　友理 臼田　祐子 奥村　篤史

河野　正清 河村　富夫 中島　郁恵

橋本 ちづ子 平井　恵子 伏原　豊子

堀川　健 水野 千恵子

Ｈ21.9

（選手15年）津山　友亮 　

（選手） 伊佐　房子　 河野　史郎

表　彰　者　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（五十音順）

2019.4
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（目的）

 　小平市水泳協会（以下、本協会という）において、個人情報保護の重要性を認識し、取り扱う個人情報を適切に管理

するために、個人情報保護に関わる基本事項を定めたものである。

（個人情報とは）

　生存する個人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生年月日その他の記述等により特定の個人を識別

することができるもの(他の情報と容易に照合することができ、それにより特定の個人を識別することができることとなるもの

を含む) をいう。 — 個人情報保護法第2条1項

(個人情報管理責任者)

　会長を個人情報管理責任者とする。各委員長を管理者とし各委員会で得た個人情報の運用を把握し、管理者は委員

会内において個人情報保護の周知徹底を図らなければならない。個人情報管理責任者は管理者を指揮監督しなけれ

ばならない。また、規程の整備、安全対策、管理業務、教育の責任を負う、必要なら補佐する者を任命することができる。

(従事者)

　本協会組織内において、個人情報の取扱いの職務に従事出来る者は役員、委員、指導員及び庶務員とする。

（個人情報の管理）

　正確かつ最新の状態にし、漏えい、滅失、き損、改ざんなどの事故を防止し、必要がなくなったら、速やかに廃棄また

は消去すること。役員、委員を退いたものは速やかに情報の廃棄を行うこと。

（秘密保持義務）

　従事者は、個人情報が外部へ漏洩しないよう十分配慮する。知り得た秘密を漏らし、又は盗用してはならない。その職

務を退いた後も、同様とする。違反して漏洩した場合、懲役または罰金に処されることが有ります。個人情報の廃棄にあ

たっては、外部漏洩しないよう印字データについてはシュッレッダー処理、 電子データについてはデータ消去を行わな

ければならない。 廃棄を外部業者に委託する場合は、外部業者が確実に廃棄したことを確認するものとする。

（個人情報外部流出防止）

　外部への提供は、原則として行なわない。個人情報を取り扱う業務を外部の事業者に委託するときは、その事業者が

個人情報を保護するために必要な措置を講ずることを条件とします。

　ネット検索等で情報流出となるような、データの構築は禁止する。また情報データの送信、転送する際は、外部流出等

の危険を防止するために必要かつ適切な方法を講じなければならない。ドロップボックスには、個人情報の記載が有る

資料は格納しない。

(個人情報の取得の原則)

　個人情報の取得は、本人から直接取得する、第三者からの提供を受けてはならない。利用目的を明確に定め、その目

的に必要最低限の情報のみとし、適正な方法により取得する。思想、信条、信教、犯罪、病歴、社会的差別の原因となる

情報は、原則として収得しない。ただし、本人の同意があり、かつ業務遂行上必要な範囲においてはこの限りではない。

目的を超えた、内部での利用は行わない。本人から直接に個人情報を取得する場合でも、次掲げる事項は事前に本人

に通知し同意を得るものとする。

　(1)個人情報の取得及び利用の具体的な目的

　(2)個人情報の提供、委託を行うことが予定される場合は、その具体的な目的、提供先、委託先の組織情報。

　(3)個人情報の提供は、本人の任意であること、及び当該情報を提供しない場合に本人に生じる結果。

　(4)個人情報の開示を求める権利、及び開示の結果により当該情報の訂正又は削除を要求する権利の存在。

　附則 　本規程は、平成30年2月15日から施行する。

小平市水泳協会個人情報の取扱い規程
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　　《資料》

題目 内容 4月 5月 6月

1
市民水泳教室参加者への
ポイント化

成人・シルバー教室はポイントの積上げとし
て1回出席で1ポイント。

2 ジュニア教室の卒業記念品
ジュニア教室会員が卒業で退会時に卒業記
念品を贈呈

3 紹介キャンペーン
ジュニアを除く教室で教室会員及び正会員
が教室入会者を紹介したら景品を贈呈と入
会者へ優待券を差し上げる。

4 体験入会 ジュニアを除く教室を対象に実施

5 正会員募集ポスター 体育館・東部公園及び萩山プールへ掲示

6
各教室の案内
ポスター＆チラシ

体育館・東部公園及び萩山プールへ掲示。
スポーツまつりやパレードや駅で配布。
⇒業者チラシ

7 水夢こだいら
平成29年度は6.10.3月の3回発行。
⇒水夢こだいらに体験入会や入会無料券
　など掲載

発行

8 HP 広報委員会にて年間を通して不定期に更新

9 各教室募集を市報掲載
定期的に市報へ掲載
⇒近隣他市もOKを加える。

10
上級コース（金曜夜間）
募集チラシ及び市報掲載

不定期に募集

11
プレミアムカード
（平成28年度から実施）

10人の正会員入会を目標とする。
入会者への新たにプレミアとわかるよう
にカードにシールをはる

水夢こだいら
へ掲載

12 記録会・市民大会
記録会・市民大会も水泳協会の広宣活動の
一つとして捉える。プログラム等へPR

記録会
プログラム
へ掲載

13 カラーチラシ
業者によるカラーチラシ
水夢こだいら以外のスポットでチラシに
広報チラシ作製

2019年度教
室案内

各教室紹介
チラシ＆
体験入会

14 夫婦割引 会費納入時に教室会員であれば割引
平成28年度
4月から実施

水夢こだいら
へ掲載

15 複数教室割引
複数教室の参加者を増やし合わせて教室
会員増を狙う。割引額は1ヵ月500円とする。
平成28年10月から実施

水夢こだいら
へ掲載

16
夜間教室でのジュニア世代割引
ジュニア会員が卒業後、
入会は1年間入会金無料

2500円⇒1750円 4月から実施

17 市民スポーツ祭りで出店
市民まつり実行部門を中心に実行委員会を
立ち上げ教室会員のお手伝い及び参加を
得る。

18 市民スポーツまつり
ワンポイントレッスンから水中ゲーム大会へ
移行する。教室会員及び市民対象

19 ビデオレッスン
ジュニアを除く教室を対象にビデオを活用し
たレッスン

通年PR

春期キャンペーン

２０１９年度活動計画

通年開催 　チラシは各教室

30ポイントで景品を贈呈

通年PR
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　　《資料》

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

贈呈

発行 発行

7/20
ジュニア
10月

8/20
成人
シルバー

1/20
ジュニア
4月

9/5
養成・上級

3/5
養成・上級

水夢こだいら
へ掲載

市民大会
プログラム
へ掲載

水夢こだいら
へ掲載

水夢こだいら
へ掲載

参加

参加

撮影及び
レッスン

撮影及び
レッスン

撮影及び
レッスン

通年PR

秋期キャンペーン 冬期キャンペーン

別か午前・午後・シルバー・夜間別に作製し各教室で配布及びプール入口等で掲示と配布。

30ポイントで景品を贈呈

通年PR
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　　《資料》

氏　　名 居住地 氏　　名 居住地 氏　　名 居住地

1 相 川 勝 弘 小平市 34 小 柴 常 雄 小平市 67 土 屋 匡 子 小田原市

2 安 部 友 理 小平市 35 小 島 裕 一 立川市 68 當 間 里 子 小平市

3 荒 畑 博 小平市 36 後 藤 瑤 子 小平市 69 中 島 礼 子 小平市

4 飯島太平治 小平市 37 小 西 雅 子 小平市 70 中 條 洋 子 小平市

5 伊 佐 洋 子 小平市 38 小林由布子 小平市 71 中 村 和 子 小平市

6 石 川 次 男 小平市 39 小 林 洋 子 小平市 72 丹 羽 一 夫 小平市

7 石 塚 圭 子 小平市 40 小 峰 靖 子 小平市 73 野 方 覓 小平市

8 石 塚 信 治 小平市 41 小 宮 一 朗 小平市 74 萩野久美子 小平市

9 伊 野 宮 修 国分寺市 42 権田登志夫 小平市 75 橋本ちづ子 小平市

10 宇治野洋子 小平市 43 斉 藤 眞 弓 小平市 76 橋 元 優 子 小平市

11 臼 田 祐 子 小平市 44 齋 藤 麗 子 小平市 77 服 部 次 男 小平市

12 内木場悦子 小平市 45 笹 川 均 東大和市 78 土 方 み ど り 小平市

13 梅 津 貴 子 小平市 46 佐藤恵美子 小平市 79 藤 田 静 子 伊那市

14 宇留野けい子 国分寺市 47 塩 森 順 子 小平市 80 伏 原 豊 子 小平市

15 榎 本 禎    小平市 48 志知久美子 小平市 81 布 施 伸 子 昭島市

16 遠 藤 正 吉 小平市 49 柴 崎 佳 子 小平市 82 堀 尾 昭 小平市

17 大 芝 智 子 小平市 50 島 田 清 子 小平市 83 堀 川 健 国分寺市

18 大 竹 幸 子 小平市 51 島 田 憲 明 小平市 84 松 尾 寛 敏 小平市

19 大 野 照 藏 小平市 52 嶋 田 光 子 東大和市 85 真 杉 靖 夫 小平市

20 大 脇 俊 彦 小平市 53 清 水 茂 彦 東大和市 86 水野千恵子 立川市

21 岡 部 泰 子 小平市 54 鈴木佐知代 小平市 87 水 野 俊 郎 小平市

22 加 藤 順 子 小平市 55 鈴 木 進 也 小平市 88 水 野 昌 子 小平市

23 金 子 忠 司 小平市 56 鈴 木 聖 香 入間市 89 見 勢 牧 男 小平市

24 金子美津枝 小平市 57 鈴 木 直 美 小平市 90 宮下日南子 小平市

25 神 尾 朋 子 小平市 58 鈴 木 秀 行 小平市 91 村 田 洋 子 小平市

26 河 野 和 昭 小平市 59 鈴 木 良 子 小平市 92 山 口 高 治 小平市

27 河 野 正 清 小平市 60 関口真美子 小平市 93 山 田 八 啓 小平市

28 菊 田 均 小平市 61 瀬 戸 口 朱 小平市 94 山 本 る り 子 小平市

29 菊 地 正 子 小平市 62 高 橋 幸 子 小平市 95 吉 延 初 美 小平市

30 久 野 美 恵 小平市 63 高 橋 道 子 小平市 96 若 林 光 夫 小平市

31 久保田節子 小平市 64 高 原 ま さ み 小平市 97 渡辺あゆみ 小平市

32 窪 田 文 一 小平市 65 竹 村 康 代 小平市 98 渡 辺 義 則 小平市

33 熊 井 ま さ 子 小平市 66 多 田 峯 子 小平市

小平市水泳協会会員名簿

（敬称略・五十音順）2019．4．1現在
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